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 埋立地盤におけるパイルド・ラフト基礎の挙動計測
 (その3:竣工後2年までの計測結果)
 パイルド・ラフト基礎埋立地盤.挙動計測杭軸力
 正会員O飯田努*1同森田秀喜*2同松尾雅夫*2
 同築谷朋也*2
 1.はじめに
 前報その11)その22)では,埋立地盤に建設された建物
 の基礎として,べた基礎に沈下抑制のために節杭を併用し
 たパイルド・ラフト基礎の概要と設計時に行った沈下解析
 結果及び解析結果を検証するために実施している建物挙
 動計測の一部について報告した。本報では竣工後2年間で
 得られた計測結果について紹介する。
 2.計測の概要
 2.1計測項目と設置位置
 実施した計測項目と設置場所を図1に,節杭の深さ方向
 のひずみ計の位置と土質柱状図との関係を図2に示す。建
 物・地撃・設計の概要については前報Dを,計測計画の全
 容については前報2)を参照されたい。
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 図1計器設置位置
 軸部500mm節部650mm杭長12mPHC-A種同等
 設計極限支持力2100kN/本
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 2.2計測時期
 応力の測定は,基礎掘削完了時2002年9月より捨てコ
 ンクリート打設・底版基礎梁打設・外壁完了・竣工の各工
 程において建物の荷重が増加した段階で計測し,建物竣工
 後は6ヶ月,1年,2年,3年,5年とした。なお,その間
 においても地震などにより地盤に変化が発生した場合は
 その都度計測を行う計画である。
 3.計測結果
 3.1沈下量計測
 竣工後1年までのY1通(①～④)の沈下量分布と設計
 時に行った沈下解析値(地盤と上部構造との変形を適合さ
 せた沈下解析法」)による)を図3に示した。
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 図3建物沈下量分布図
 竣工時からの沈下量の増加はほとんどなく,建物端部と
 中央部の相対沈下量は4mm程度と小さい。解析値が実測値
 より大きいのは,GL-2L4mまでの地盤の初期弾性係数を
 PS検層から得られた値の1/5と安全側に設定したためであ
 ると考えられる。また,竣工後に沈下量がほとんど増加し
 ていないことから,GL-2L4m以深の沖積粘性土の圧密沈下
 の発生はなく,設計時に意図したフローティング基礎の効
 果が発揮されていると思われる。
 3.2底版の接地圧計測
 捨てコンクリート打設時を初期値として,竣工後2年ま
 での土圧計・水圧計の経時変化と建物の荷重度の計算値を
 図4に示した。なお,土圧計◎は現在計測不能となってい
 て,竣工後1年までの値を示した。水圧計は地下水位が
 GL-3.5m付近と底盤より下部に位置することからほとん
 ど作用していない。施工段階の建物荷重の増加に伴い,土
 圧計の平均値もほぼ建物荷重と同じ値で増加し,竣工時ま
 では,建物荷重の大半を底版が支持する傾向にあることが
 図2地盤とひずみ計の位置
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